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創立１５０周年 

実行委員会だより 
令和５年９月１日 第１１号 

【問い合わせ】 成隣小学校 副校長 神宮正和 ☎ ０４２‐５４１‐００６８ 

アキシマクジラと成隣小 

昭島市のシンボル『アキシマクジラ』と成隣小学校

の関係をご存じですか？ 

今から６０年前、１９６２年（昭和３６年）の夏休み。

現在の『くじら運動公園』の近くの河原で２００万年前

に生きていたクジラの化石が発見されました。化石は

成隣小学校の空教室に運ばれ専門家による調査と

地道な復元作業が行われました。作業には１年かか

ったそうです。組み立てられたクジラの骨格は、長さ

約１１ｍ。一般公開に訪れた人々からは「大きい」「思

ってた以上にでかい」と口々に驚愕の感想を話してい

たそうです。現在７０代の地域の方で、当時のことを

覚えている方もいるのではないでしょうか？ 機会が

あれば、お孫さんに『アキシマクジラ（和名）』の発掘

の話や木造校舎だった当時の成隣小学校の話をし

ていただけば嬉しいです。 

子供たちは３年生の地域巡りの学習でアキシマエ

ンシスに行き、エントランスの中空に展示している実

物大のレプリカを見ながら説明を聞きます。ふるさと

昭島の歴史、母校の歴史にもっともっと興味をもって

くれればいいなと願っています。 

この夏休み、コロナ禍と言われてから４年

ぶりに『昭島市民くじら祭（５０周年記念）』が

開催されました。『あきしま大くじら』が通るパ

レードも復活! また、駒形神社、稲荷神社（神

明様）、諏訪神社の祭りも賑わいました。子

供たちの夏の思い出、故郷の思い出がたくさ

ん増えて本当によかったです。 

 
成隣小で行われた復元作業の様子 資料：昭島市 HP 

現在の３年生もこの標本を見上げて「大きい！でか！」と声にします。 

アッキー＆アイラン 
『アキシマクジラ物語』の

本が図書室にあるよ！ 


